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研究成果 

 
総括班 
新型コロナの流⾏に合わせて普及したオンライン会議ソフトを利⽤することで，計画書に
記載していた年に複数回の領域班会議の開催を無理なく開催することができた（左図）．期
間内で延べ 7 回の班会議を開催することで，互いの訪問が制限される中で発⽣する技術移
転などの問題をカバーした．また，各分野に精通する領域アドバイザーからのフィードバッ
クを受けることで，今後の植物学の発展を意識した領域運営が可能となった．規定の期間が
終了した 2023 年 3 ⽉時点では，各計画班が⼿掛けた植物⽣殖改変の試みの多くが論⽂発
表に⾄っていなかったものの，2021 年の植物⽣理学会の関連集会，2022 年の植物学会シン
ポジウム，そして，領域のウェブサイトを通じて領域のコンセプトが広く発信された． ま
た，新型コロナによる制限が緩和された最終年度にオンサイトミーティングを開催するこ
とで，これまでの領域の成果を互いに確認するとともに，今後の研究展開についての相談を
⾏った．オンサイトミーティングでは各班から学⽣を含む参加者が集い，若⼿研究者の育成
にも貢献した（右図）．総括班が役⽬を終えた領域終了後も班員同⼠の連携は維持されてお
り，植物⽣殖改変で得られた成果の論⽂の準備が進んでいるところである． 

      
オンライン会議の様⼦             オンサイトミーティングにて 

 
丸⼭班 
受精後の助細胞が初期胚乳と細胞融合する現象「助細胞胚乳融合」に⽋損を⽰す変異体を，
変異原処理したシロイヌナズナM1集団 2,213個体から選抜した．そのうち，最も⾼頻度に
助細胞胚乳融合異常が⽣じた変異体の原因遺伝⼦が CTL17 であることを突き⽌めた．助細
胞核崩壊を阻害する ein2 変異を導⼊した ein2 ctl17⼆重変異体に助細胞特異的なプロモー
ターによって体細胞胚誘導因⼦として知られる RKD1 を発現する遺伝⼦を導⼊したが，当
初期待した助細胞胚を含む多胚性種⼦は得られなかった．この変異体取得から遺伝⼦同定
にかけての成果は国際植物⽣殖学会 ICSPR2024 の招待講演にて報告した．⼀⽅で以前から
⼿掛けていた助細胞の受精後の不活性化とアクチン動態の研究を，本領域でも助細胞プロ
グラム細胞死の原理の理解の観点から継続し，成果を論⽂として発表した（Susaki et al., 
Plant Cell, 2023）．また，植物⽣殖改変のコンセプト提⽰のため，⽴命館⼤の元村⼀基博⼠



との共同研究を通じて，全てのオス側の細胞核（2個の精核と栄養核）が全く輸送されずに
先端が無核状態となるシロイヌナズナを作出することに成功した（Motomura et al., Nature 
Commun., 2021）．さらに，⼭岡班の協⼒を得て，bnb変異体を利⽤する別の⽅法で，無核
花粉管が作出可能であることを⽰した（Motomura et al., Front. Plant Sci., 2022）．新たな
⽅向性として受精前の精細胞の活性化の研究も⽴ち上がってきた．まず，精細胞を包む内部
形質膜という膜構造にもが受精直前に 1 分以内に崩壊する動態を世界に先駆けて観察した
（Sugi et al., Front. Plant Sci., 2023）．この研究の副産物として，⽔多班との共同研究によ
って精細胞を花粉管から簡便に排出させる技術も開発された（Sugi et al., Plant and Cell 
Physiol., 2024）．これら丸⼭班によるオス側組織の成果は，植物⽣殖改変のコンセプトを提
⽰するのみならず，今後，顕微鏡下で配偶⼦から任意の胚を作出する⽅向の⽣殖技術研究の
進展にも寄与するものと考えられる． 
 
⼭岡班 
シロイヌナズナの根において BNB2 を異所発現させることで，多数の精細胞特異的遺伝⼦
の発現を誘導できることを⾒出した．この中には、精細胞分化において中⼼的な役割を果た
す既知の遺伝⼦も含まれており，蛍光タンパク質レポーターを⽤いた検証でも確認された．
このことから，BNB は，分化した植物細胞の運命を転換し，⽣殖細胞としての性質を付与
する能⼒をもつ転写因⼦であると考えられた．機能未知の BNB 標的遺伝⼦候補のうち，細
胞壁形成に寄与すると考えられる遺伝⼦に注⽬して解析を進めた．ノックアウト株の解析
から，これらの遺伝⼦は栄養細胞への雄原細胞の取り込みに関わることが⽰唆された．⽔多
班と協⼒して、２核性花粉をもつベンサミアナタバコにおいて、ゲノム編集と単離花粉のラ
イブイメージング解析により、BNB の機能が保存されていることを⽰した。さらに BNB は，
シロイヌナズナとゼニゴケの両⽅で，別の転写因⼦ LRL/DROP とヘテロ⼆量体を形成して
機能することを⾒出し、このヘテロ⼆量体が陸上植物の系統間で⾼度に保存された、配偶体
において配偶⼦の元となる始原細胞を分化させる鍵制御因⼦であることを⽰した(Saito et 
al., Curr. Biol. 2023)。 
 
⽔多班 
ベンサミアナタバコにおいて蛍光タンパク質のマーカーラインを整備した．また，⼭岡班と
協⼒してベンサミアナタバコにおける BNBオルソログの解析を進め，形質転換体を作出し
て形質評価を⾏った．これら作出した個体を⽤いて共焦点顕微鏡で花粉や花粉管の発⽣過
程を⻑時間⽣きたまま観察し，解析する⼿法を確⽴した．併せて花粉へ遺伝⼦を⼀過的に導
⼊し，遺伝⼦機能や表現型に与える影響などを評価した(Nagahara et al., Plant Reprod., 
2021)．⼀連の⼿法や成果については，⼀過的な導⼊により花粉発⽣過程の解析や花粉のゲ
ノム編集が可能であることを和⽂総説にて報告した（⽔多 植物科学の最前線 (BSJ-
Review) 2023）．⼀過的に遺伝⼦導⼊された⼩胞⼦の発⽣過程を観察した結果，花粉の第⼀



分裂時の核の位置が，栄養細胞と雄原細胞への分化に重要であることが明らかとなった．ま
た，導⼊花粉を単離し，少数の花粉から次世代シークエンサーを⽤いて網羅的な遺伝⼦発現
解析を⾏なった．さらに，⼀過的導⼊花粉を選抜する⽅法を確⽴（特願 2022-023027）し，
選抜した花粉を受粉することで，花粉管発芽などを評価した(Kaneshiro et al., Quant. Plant 
Biol.,2023)．これらの成果や研究内容については，複数の学会やシンポジウムにて招待講演
および⼀般発表を⾏うとともに，領域ホームページや⼀般講演でも情報公開を⾏った． 


